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The Zenkoji earthquake of May 8, 1847 occurred at about 9 p.m. at the area of the present city of Nagano (old 

territory of the Zenkoji Temple), central Japan. The earthquake caused house collapse, fire, landslides, and floods 

due to landslide dam breach. The 1783 eruption of Mount Asama caused ash fall and debris flow. We interpreted 

old documents, records, picture maps on the earthquake damage collected by Kyoto University. Summary of 

interpretation of documents including the record of the 1847 Zenkoji earthquake and the 1783 Asama eruption is 

presented. 

 

１．はじめに 

京都大学には、図書館、総合博物館等において、

災害に関する多数の古文書・古記録が所蔵されて

いる。しかし、そのほとんどが活用されることな

く、書庫に眠っているといってよく、その存在す

ら知られていないものもある。これまでに、1847

年善光寺地震に関するものとして、7冊の記録、4

枚の絵図・かわら版、8 枚の陸地測量図（地震後

の測量）を確認した。また、1783年浅間山噴火に

関するものとして、6冊の記録、1枚の絵図を確認

した。これらを活用し、既に報告されている文献

記録も含めた文献記録間の比較検討や、絵図等と

の比較をおこなうことで、1847 年善光寺地震や

1783年浅間山噴火に関して、より詳細な情報を得

ることができる可能性がある。 

 

２．自然災害史料の解読 

われわれは、防災研究所一般共同研究 25G-01

「京都大学に所蔵されている自然災害史料の解読

と画像化」において、これらの京都大学が収蔵す

る史料（文献、絵図）を解読し、史料原本の画像

とともに公開し、自然災害の歴史に関する教育お

よび研究に供することをめざした活動をおこなっ

てきた。この 2年間で、京都大学所蔵の 1847年善

光寺地震、1783年浅間山噴火、1855年安政江戸地

震および1856年安政3年江戸の暴風雨と高潮に関

する古文書・古記録のうち、12件の文献史料の解

読をおこない、現在も 2件を解読中である。 

ここで翻刻した文書の多くは、同じあるいは類

似の文書が既存の史料集に収録されている。一方

で、これまでに報告されていない文書も含まれて

いるようである。 

既往の史料集では、採録の際に、スペースの都

合や重複を避けるための配慮等により、一部が省

略されている場合がある。しかしながら、複数の

文書で一致しない部分がみつかることがあり、ま

た、地震や火山に関する部分のほかにも、災害の

様相や社会の状況を記したものなどもあり、全文

を翻刻して以後の活用に供することが重要である

と考えられる。 

 

３．自然災害史料の画像化と公開 

翻刻した史料については、全文を文字媒体とし

て公表することによって、今後の研究の基礎デー

タとすることができる。文字情報としていれば、

全文検索も可能になり、また文献史料自体の画像

等と関連づけることにより翻刻の疑問点などを解

決することもできる。このような考えにもとづき、

権利関係（著作権、所有権等）が解決できれば、

ホームページ等での公開を計画している。その際

画像とともに公開することで研究等への利便性を

噛めることできる。 


